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「福祉就労」への理解を深めよう！ 
一定規模以上の事業者は法律で障害者の雇用が義務付けられています。 

 

進路だより 
 

 

 

 

 

（１）「福祉就労」とは？ 

「障害」には様々なタイプがあります。「支援が必要な度合い」も様々で、ほとんど支

援を必要としない人から、全面的な支援が必要な人までいます。 

例えば、非常に分かりにくい障害の一つに「発達障害」があります。実際に、自分自

身では気づかないケースもたくさんあります。 

「アルバイトができない」「大学入学後、履修登録の意味が理解できない」「悪気はな

いのに、自分の発言や行動が原因でトラブルが起こる」「些細な音や振動、物の動きが

気になってストレスになる」など、社会生活を送るなかで支障が出て、病院を受診して

判明した例も少なくありません。 

かなり無理をして一般の枠で就職する人もいます

が、会社に馴染めずに直ぐに辞めてしまったり、ス

トレスが原因となって体調を悪くする人も見受けら

れます。 

そこで、本人と会社が「その人が持っている特

性」を十分に理解したうえで就職する「福祉就労」

という方法があります。また、「障害者枠」を積極的に活用する企業が増えています。 

 

（２）学校斡旋による就職活動でも「福祉就労」ができるのか？ 

 毎年何件か求人があり、実際に福祉就労により就職した生徒も

います。しかし、学校斡旋による就職は「福祉就労」でも活用可

能なものの、求人数が極めて少ないのが現状です。 
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 生徒の皆さんは読んだ後に保護者の方へお渡ししましょう。 



（３）具体的にどのような企業から「福祉就労」の求人票がきているのか？ 

 実際に、企業から送られてきた求人票を紹介します。 

 



  

（４）「福祉就労」をするためには 

 まずは「就職したい」「仕事をしたい」という気持ちが大切です。そのうえで、必要

なものや、取組みの仕方を紹介します。 

①手帳を持つこと 

ほとんどの福祉就労は「障害者手帳」「療育手帳」を持っている必要があります。 

手帳を取得するためには時間がかかります。「診断を受けたけれども手帳は持ってい

ない」「診断も受けていない」という人は、早めに対応する必要があります。 

学校には、スクールカウンセラー（ＳＣ）、スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）

といった専門職の方がいます。関心のある人は、相談しやすい学校の先生に相談をして

みましょう。自分で説明が難しい場合には保護者の方からの相談も受け付けています。 

 



②長めの「会社見学」 

 「どんな仕事ができるのか」「得意なことは何か」「しっかりと通えるか」採用する企

業は皆さんのことを良く知る必要があります。多くの場合、１週間から１ヵ月程度、

「職場体験」のような形でお互いが様子を見るという取組みが行なわれています。 

 

（５）福祉就労に繋がるもうひとつの方法「就労移行支援所」 

 「就職したいけど、何が得意か分からない」「もっといろいろなスキルを身に付けた

い」そのように考える人は「就労移行支援所」があります。 

①「就労移行支援所」とは？ 

 一般教養、ビジネスマナー、パソコンの基本操作等、企業に入ってから一般的に求め

られるスキルを２年間で身に付け、職場実習をしながら就職先を決めていく場所です。 

②対象者は？ 

 一般企業への就職を希望する方を対象としています。 

③費用や利用の仕方は？ 

ほとんどの方が無料で利用していますが、前年度の収入等、条件によっては費用が発

生する場合もあります。 

 学校では複数の就労移行支援所を紹介することが可能で、卒業後の進路として、過去

６年で６名の方がこの仕組みを利用しています。そして、ほぼ全ての卒業生がすべての

支援プログラムを終えて就職に繋がっているか、内定をいただいているとのことです。 

 

（６）なぜ企業は「福祉就労」に積極的なのか 

 民間企業では障害者雇用率制度に基づき、従業員の 2.2％の人数の障害者を雇用する

ことが義務付けられています。これは、従業員 45.5人雇用している場合には、障害者

１人を雇用する必要があるということです。 

 つまり、障害者雇用への意識が高い会社だけでなく、一定規模の従業員がいる全ての

企業は障害者雇用を前提とした採用計画を組む必要に迫られているわけです。また、現

在の「障害者雇用率 2.2％」も今後は更に引き上げられる予定です。 

 

 学校斡旋による就職活動（福祉就労）に関心のある人は早めに相談をしてください。 

就職を目指して頑張りましょう。 


